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書　嶋崎一翠氏（第 16 回卒）

平成 29 年 11 ⽉ 2 ⽇（本校第１体育館）



◇教育目標 
校訓である五稜の精神〈真・徳・美・知・体〉に則った調和のある
豊かな人間性の育成。

◇教育方針 
・主体的に学びに向かう力を育成します。 
・ 地域連携やボランティア活動を通じて、地域や社会に貢献できる

人材を育成します。
・ 芸術・文化やスポーツに親しみ、心身ともに健康な生徒を育成し

ます。
・ 国際交流や地域社会との交流を通じて、コミュニケーション能力

を育成します。

◇校章の由来
　校章〈五稜〉は、三つの菱形と二つの三角形で構
成され、〈真・徳・美・知・体〉を象徴している。互
いに重なり合うその姿は、五つのものが有機的に結
ばれて、豊かな人格が形成されることを示している。

校長  中尾　公一
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体育大会

第93回全国高等学校野球選手権大会（春・夏計７回出場）

　本校は、昭和２年（1927 年）に富山県立射水中学校、昭和 15 年（1940 年）に富山県立新湊高
等女学校として創立され、平成 29 年（2017 年）に創立 90 周年を迎えた学校です。同窓会員数は
25,000 余名を数え、地元はもとより県内外で幅広く活躍しています。
　本校の校訓は、五稜の精神、すなわち、「真」（正直であれ）・「徳」（人に優しくあれ）・「美」（感
動できる心であれ）・「知」（学ぶことに積極的であれ）・「体」（心身ともに健康であれ）です。調和
のある豊かな人格の形成を目指すという、人間として生きていく理想、全人的な教育を求めた精神
は、歴代卒業生、在校生によって引き継がれています。大伴家持の万葉集にも詠われ、富山湾に面
した風光明媚で自然豊かな環境の中、生徒は誠実に、伸び伸びと、学習、部活動、学校行事などに
励み、進路実現を果たしています。



生徒の進路　
【国公立大学】（　）内には過年度卒業生の合格者を内数として示す

大学名 令 4 令 3 令 2 大学名 令 4 令 3 令 2
室 蘭 工 業 1 新 潟 県 立 1
秋 田 1 富 山 県 立 12 8 8
新 潟 2 福 井 県 立 1
富 山 3 4 2（1） 神 戸 市 外 国 語 1
神 戸 1 長 崎 県 立 1

鳥 取 1（1） 国公立大学計 20（1） 16（1） 12（1）

鹿 屋 体 育 1

【私立大学】
大学名 令 4 令 3 令 2 大学名 令 4 令 3 令 2

東京国際 / 東京経済 5 ⽇ 本 福 祉 4 1
東 洋 1 2 名 城 1 2
⽇ 本 1（1） 京 都 外 国 語 1 1
法 政 2 京 都 産 業 3 5
専 修 4 京 都 橘 2
明 治 3 同 志 社 2
神 奈 川 3 3 立 命 館 1
埼 玉 医 大　　　 1（1） 龍 谷 1 1
新 潟 工 科 1 5 大 阪 経 済 2 2
富 山 国 際 9 11 6 関 西 1 1 1
金 沢 医 科 1 1 1 関 西 学 院 1
金 沢 学 院 19（1） 23 18 近 畿 8 13
金 沢 工 業 36 25 20 武 庫 川 女 子 2
金 沢 星 稜 14 16 18 神 戸 女 子 1 1（1） 1（1）
金 城 3 3 6 その他の私立大学 41 41 44（3）
北 陸 12 5 8 私 立 大 学 計 184（1） 171（2） 161（5）
福 井 工 業 4 12 7
愛 知 1
愛 知 学 院 1 2 1
中 京 1
中 部 4 2
名古屋外国語 2 1
名 古 屋 商 科 4 1 2

【文部科学省所管外の短期大学校等合格者数】
大学校名 令 4 令 3 令 2

北陸職能開発大学校 2 3 2
新潟職能短期大学校 2 1
石川職能短期大学校 1
国立清水海上技術短期大学校 1

計 2 6 4

【私立短期大学合格数】
短大名 令 4 令 3 令 2

⽇ 本 大 短 大 1
國學院大栃木短大部 1
新 潟 青 陵 大 短 大 1
富 山 短 大 15 12 18
富 山 福 祉 短 大 9 11 7
金 沢 学 院 短 大 4
金沢星稜大女子短大 4 1
京都光華女大短大 1
関西外国語大短大部 1
鹿児島純心女短大 1
私 立 短 期 大 学 計 29 29 29

吹奏楽部 ヨット部新体操部

部活動

運動部
バスケットボール、野球、陸上競技、バドミントン、
剣道、サッカー、新体操、バレーボール、ソフトテ
ニス、ヨット、社会体育、ソフトボール

文化部 吹奏楽、物象、放送・演劇、ボランティア、美術、
書道、茶道、商業実践

【過去３年間の主な就職先】
（株）パナケイア製薬、（株）オプテス富山工場、（有）Legend of K
TFBファクトリーズ(株)富山工場、医療法人社団いずみ会、（株）ファインカット

（株）リペイル、三協立山（株）、三精工業（株）、富山地方鉄道（株）
⽇本ゼオン（株）高岡工場、⽇本郵便（株）北陸支社、富山GRNサンダーバーズ
伏木海陸運送（株）、射水市消防、富山県警察、自衛隊

【令和４年度就職先】
（株）パナケイア製薬
TFBファクトリーズ（株）
三協立山（株）
⽇本ゼオン（株）高岡工場（2名）
⽇本郵便（株）北陸支社

富山GRNサンダーバーズ
射水市消防（2名）
富山県警察
自衛隊

【国公立短期大学合格者数】
短大名 令 4 令 3 令 2

大 ⽉ 短 大 1
鹿 児 島 県 立 短 大 1
長野県農業大学校 1
国公立短期大学計 1 0 2



普通科
専門性の高い高等教育につ
なげるための共通教科を重
視し、主体的に学ぶ意欲と
向上心を育てます。

経済活動に即した実学を重視し、地域経済に貢献できる
人材を育てます。

商業科

（注）◎から２単位選択　△から２単位選択

（注）○△◇からそれぞれ２単位選択

普　通　科 商　業　科

教
科 科　目

標準
単位数 １年

２年 ３年
単位数 
合計

教
科 科　目 標準

単位数 １年
２年 ３年

単位数 
合計文系 英語

系 理系 文系 英語
系 理系 情報

マネジメント系
グローバル

マネジメント系
情報

マネジメント系
グローバル

マネジメント系

国　

語

現 代 の 国 語 2 2 2

国　

語

現 代 の 国 語 2 2 2
言 語 文 化 2 3 3 言 語 文 化 2 2 2
論 理 国 語 4 2 2 2 2 2 2 4 論 理 国 語 4 2 2 2 2 4
古 典 探 究 4 3 3 2 2 2 2 4・5 国 語 探 究 2 △ 2 △ 0・2
国 語 研 究 2 2 0・2 言 語 活 動 と 表 現 2 2 2

地
理
歴
史

地 理 総 合 2 2 2 地理
歴史

地 理 総 合 2 2 2 2
地 理 探 究 3 2 2 3 3 4 0・4・5 歴 史 総 合 2 2 2
歴 史 総 合 2 2 2 公民 公 共 2 2 2 2
日 本 史 探 究 3 0・5 数

学
数 学 Ⅰ 3 2 1 1 3

世 界 史 探 究 3 0・5 数 学 Ａ 2 1 1 2 2 3

公　

民

公 共 2 2 2 2 2 理
科

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2
倫 理 2 2 ◎ 2 ◎    2 ※ 0・2 生 物 基 礎 2 2 2 2
政 治 ・ 経 済 2 2 △ 2 △ 0・2 保健

体育
体 育 7 ～ 8 3 3 3 2 2 8

公 民 探 究   2 ※ 0・2 保 健 2 1 1 1 2

数　

学

数 学 Ⅰ 3 3 3 芸
　　
術

音 楽 Ⅰ 2 0・2
数 学 Ⅱ 4 1 3 3 3 4 美 術 Ⅰ 2 2 0・2
数 学 Ⅲ 3 1   2 ※ 0・3 書 道 Ⅰ 2 0・2
数 学 Ａ 2 2 2

外　

国　

語

英語コミュニケーションⅠ 3 3 3
数 学 Ｂ 2 3 3 2 2・3 英語コミュニケーションⅡ 4 2 2 2 2 4
数 学 Ｃ 2   2 ※ 0・2 論 理・ 表 現 Ⅰ 2 1 1 1 1 2
数 学 理 解 α 3 3 0・3 英 語 基 礎 演 習 2 〇 0・2
数 学 理 解 β 2 ◎ 2 ◎ 0・2 英 語 演 習 Ａ 1 0・1
数 学 探 究 α 3 0・3 英 語 演 習 Ｂ 2 ◇ 0・2
数 学 探 究 β 4 0・5 家

庭
家 庭 総 合 4 2 2 2 2 4

理　

科

物 理 基 礎 2 2 0・2 家 族 と 保 育・ 福 祉 2 △ 2 △ 0・2
物 理 4 0・6 情報 情 報 Ⅰ 2 0
化 学 基 礎 2 2 2 共通教科・科目計 19 17 17・19 15・17 16・18・20 51 ～ 58
化 学 4 2 3 0・5

商

　　　
業

ビ ジ ネ ス 基 礎 2 ～ 4 3 3
生 物 基 礎 2 2 2 2 2 課 題 研 究 2 ～ 6 3 3 3
生 物 4 1 5 0・6 総 合 実 践 2 ～ 4 3 3 3
地 学 基 礎 2 2 2 0・2 ビジネス・コミュニケーション 2 ～ 4 2 2
地 学 4 0 マ ー ケ テ ィ ン グ 2 ～ 4 2 0・2
理 科 演 習 4 4 0・4 観 光 ビ ジ ネ ス 2 ～ 4 2 △ 2 △ 0・2

保健
体育

体 育 7 ～ 8 3 2 2 2 3 3 2 7・8 ビジネス・マネジメント 2 ～ 4 2 〇 0・2
保 健 2 1 1 1 1 2 グ ロ ー バ ル 経 済 2 ～ 4 2 ◇ 0・2

芸　
　

術

音 楽 Ⅰ 2 2 0・2 ビ ジ ネ ス 法 規 2 ～ 4 3 3 3
音 楽 実 践 1 1 0・1 簿 記 2 ～ 4 4 4
音 楽 表 現    2 △    2 △ 0・2 財 務 会 計 Ⅰ 2 ～ 6 4 4 4
音 楽 探 究    2 ◎    2 ◎ 0・2 原 価 計 算 2 ～ 4 3 3 3
美 術 Ⅰ 2 0・2 情 報 処 理 2 ～ 6 3 3
美 術 実 践 0・1 ソ フ ト ウ ェ ア 活 用 2 ～ 6 4 4 4
美 術 表 現 0・2 プ ロ グ ラ ミ ン グ 2 ～ 6 3 0・3
美 術 探 究 0・2 ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 2 ～ 4 0・3
書 道 Ⅰ 2 0・2 ビジネス実務スキル 1 1 1
書 道 実 践 0・1 財 務 分 析 ス キ ル 2 2 0・2
書 道 表 現 0・2 Ｉ Ｃ Ｔ ス キ ル 0・2
書 道 探 究 0・2 専門教科・科目計 12 14 12・14 14・16 11・13・15 35 ～ 42

外
国
語

英語コミュニケーションⅠ 3 4 4 合　　　　　　計 31 31 31 31 31 93
英語コミュニケーションⅡ 4 4 4 4 4 総合的な探究の時間（総合） 3 ～ 6 0
英語コミュニケーションⅢ 4 4 4 4 4 ホームルーム活動 1 1 1 1 1 3
論 理・ 表 現 Ⅰ 2 2 2 週当たり授業時数 32 32 32 32 32 96
論 理・ 表 現 Ⅱ 2 2 2 2 2
論 理・ 表 現 Ⅲ 2 2 2 2 2

家
庭

家 庭 基 礎 2 2 2
家 族 と 保 育・ 福 祉 2 ◎ 2 ◎ 0・2

情報 情 報 Ⅰ 2 2 2 2 2
共通教科・科目計 31 31 30 31 29 29 31 90・91・93

英
語

上 級 英 語 理 解 2 0・2
上 級 時 事 英 語 1 2 0・3
専門教科・科目計 0 0 1 0 2 2 0 0・2・3

総合的な探究の時間
（総　合） 3 ～ 6 1

（35）
1

（35）
1

（35）
1

（35）
1

（35）
1

（35）
1

（35）
3

（105）
ホームルーム活動 1 1 1 1 1 1 1 3
週当たり授業時数 33 33 33 33 33 33 33 99

教育課程　（令和５年度入学生）

イングリッシュセミナー（２年英語系）進路研修旅行（２年普通科） ノーブルパーク校とのオンライン交流

地域経済体験学習（インターンシップ）国内修学旅行（経済視察：九州）



沿革概要
昭和 ２年 ３⽉ 県立射水中学校設立認可
昭和 ２年 ４⽉ 第１回入学式挙行
昭和 ４年 ７⽉ 校舎竣工、現在地に移転
昭和 15 年 ２⽉ 県立新湊高等女学校設立認可
昭和 15 年 ４⽉ 新湊高等女学校第１回入学式挙行
昭和 16 年 12 ⽉ 新湊高等女学校、本館新築工事竣工
昭和 23 年 ４⽉ 学制改革により県立射水高等学校・県立新湊女子高等学校に改称
昭和 23 年 ９⽉ 県立高等学校の統廃合により県立高岡東部高等学校に改称
   全⽇制普通科４学級設置、開校式挙行
昭和 25 年 ４⽉ 全⽇制家政科１学級、定時制普通科１学級新設
昭和 26 年 １⽉ 新湊市制の施行により県立新湊高等学校と改称
昭和 26 年 ４⽉ 全⽇制商業科１学級新設
昭和 32 年 11 ⽉ 創立 30 周年記念式典・体育館落成記念式典挙行
昭和 42 年 10 ⽉ 創立 40 周年記念式典挙行
昭和 43 年 ３⽉ 校舎改築事業第１期工事竣工　運動場整地土盛工事完成 
昭和 44 年 ３⽉ 校舎改築事業第２期工事竣工
昭和 45 年 ３⽉ 校舎改築事業第３期工事竣工
昭和 45 年 ３⽉ ３年計画事業のうち第１年次運動場用地買収
昭和 46 年 ２⽉ 第２年次運動場用地買収
昭和 46 年 ３⽉ 校舎改築事業第４期工事竣工
昭和 46 年 11 ⽉ 第３年次運動場用地買収
昭和 48 年 ３⽉ 武道場（尚武館）竣工
昭和 49 年 ３⽉ 校舎改築事業第５期工事竣工
昭和 50 年 10 ⽉ 創立 50 周年記念事業として中庭造園工事竣工
昭和 51 年 ９⽉ 創立 50 周年記念式典挙行
昭和 55 年 ３⽉ 校舎改築事業第６期工事竣工
昭和 55 年 ８⽉ 第 62 回全国高等学校野球選手権大会出場
昭和 56 年 ３⽉ 第２体育館竣工
昭和 61 年 ３⽉ 第 58 回選抜高等学校野球大会出場
昭和 61 年 ８⽉ 第 68 回全国高等学校野球選手権大会出場
昭和 62 年 ３⽉ 図書館改築
昭和 62 年 10 ⽉ 創立 60 周年記念式典・五稜会館落成記念式典挙行
平成 元年 ４⽉ 全⽇制家政科募集停止
平成 ３年 11 ⽉ 第１体育館竣工

平成 ６年 ４⽉ 商業科１学級減級
平成 ７年 ５⽉ ノーブルパーク校と姉妹校提携
平成 ８年 ４⽉ 普通科国際コース開設
平成 ９年 ４⽉ 普通科１学級減級
平成 ９年 ８⽉ 第 79 回全国高等学校野球選手権大会出場
平成 ９年 10 ⽉ 創立 70 周年記念式典挙行・学習室竣工
平成 10 年 ３⽉ トレーニングハウス竣工
平成 11 年 ３⽉ 前館内部改修・耐震補強工事竣工
平成 11 年 ８⽉ 第 81 回全国高等学校野球選手権大会出場
平成 12 年 10 ⽉ 第 55 回国民体育大会　新体操男子総合優勝　女子総合準優勝
平成 13 年 ４⽉ 定時制募集停止
平成 13 年 ８⽉ 全国高等学校新体操選手権大会　男子個人　５位入賞
平成 13 年 10 ⽉ 第 56 回国民体育大会　新体操女子　総合７位
平成 14 年 ３⽉ 全国高等学校新体操選抜大会　男子個人　５位入賞
平成 14 年 ３⽉ 第 74 回選抜高等学校野球大会出場
平成 14 年 ４⽉ 普通科１学級減級
平成 16 年 ３⽉ 定時制終止
平成 17 年 ４⽉ 普通科１学級減級
平成 18 年 ４⽉ 文部科学省より英語重点校（SELHi）に指定
平成 19 年 ３⽉ 後館耐震補強工事竣工
平成 19 年 10 ⽉ 創立 80 周年記念式典挙行・後館普通教室冷房設備設置
平成 22 年 ４⽉ 普通科１学級増級
平成 23 年 ４⽉ 普通科１学級減級
平成 23 年 ８⽉ 第 93 回全国高等学校野球選手権大会出場
平成 25 年 ４⽉ 普通科国際コースの募集を停止し、２年次より文系・
   理系・英語系の類型別選択制を導入
平成 26 年 ８⽉ 図書室空調設備改修
平成 27 年 11 ⽉ 武道場床改修
平成 28 年 11 ⽉ 校舎屋上防水改修
  12 ⽉ 第１体育館吊り天井等落下防止対策工事竣工 
平成 29 年 ３⽉ 武道場屋根改修
  11 ⽉ 創立 90 周年記念式典挙行・第一体育館ピロティ人工芝化
平成 31 年 ３⽉ 後館西側外壁改修
令和 2 年 ３⽉ 生徒用トイレ洋式化改修工事竣工

出身中学校別生徒数

教職員構成 生徒在籍状況
学年

学科
1　年 2　年 3　年 合　計

普
通
科

男 59 計 男 56 計 男 51 計 男 166 計

女 61 120 女 57 113 女 60 111 女 178 344

商
業
科

男 17 計 男 17 計 男 19 計 男 53 計

女 23 40 女 21 38 女 21 40 女 65 118
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男  1 2 15  1 2 2 1 2 2 1 29 
女  16 1 1 1 1 1 1 1 1 1  2 1 1 29 
計 1 2 31 1 1 1 2 2 1 3 1 1 1 1 2 2 3 1 1 58

氷見市 高岡市 射水市

南部 中田 伏木 牧野 新湊 新湊南部 射北
1 2 23 36 37 28 47

北部 高岡西部 志貴野 芳野 大門 小杉 小杉南
2 20 49 31 78 30 25

五位 南星 高陵
小矢部市 5 12 20 富山市

石動 国吉義務教育学校 戸出 呉羽 和合 水橋 奥田 東部
1 1 6 1 2 1 1 1

県外
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学校案内図と交通アクセス

創立50周年記念事業　中庭造園、記念碑建立

学習コーナー（職員室内）創立90周年記念事業　第1体育館ピロティ人工芝化

創立60周年記念事業　五稜会館 創立70周年記念事業　自修室（学習室）

創立80周年記念事業　後館普通教室冷房設備

新湊高等学校校歌
作詞　三浦孝之助
作曲　宮下　舜爾

一、奈呉の水面の朝日影
　　桜花零るゝ春風に
　　柳の緑霞むなり
　　ああこゝに燦たる吾等の母校
　　自由の光輝きて
　　美しの希望薫るなれ

二、万葉の野に秋落ちて
　　連峯銀ときらめけば
　　菊花の香り匂ふなり
　　ああこゝに凛たる吾等の母校
　　理想の炬火の清く燃え
　　不滅の文化刻むなれ 校旗


